
 

 

 

 

ようこそ寺井高校へ！ 

新入生の皆さん、入学おめでとうございます。期待に胸をふくらませ寺

井高校の制服に腕を通したことと思います。さて、先日新たな元号が発表さ

れました。皆さんはまさに平成から令和への懸け橋となり、新時代を築いて

いかなければなりません。そのために努力を重ね、自らを成長させる場とし

て、この寺井高校での 3 年間を過ごしてください。寺井高校には皆さんに

人間としての幅を広げ、人生を豊かにしてくれる機会がたくさんあります。

その機会を最大限に活用し、有意義な高校生活となるように、私たち教員も

精一杯お手伝いします。一緒に頑張りましょう。 
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学年方針～校訓を体現する～ 

・知性をみがき 目に光あれ（基礎学力の定着） 

「宿題や課題にきちんととりくむ。『わかる』ことの楽しさを実感する。」 

・意欲にあふれ 姿にはずみあれ（積極的な姿勢） 

「堂々と意見を述べる。部活動に加入する。地域行事に参加する。」 

・人間を信じ 胸にうるおいあれ（人間力の向上） 

「しっかりとした挨拶ができる。相手の立場を思いやる。」 

 

 

当面の日程・行事 

４月９日（火） 基礎学力テスト、オリエンテーション① 

 １０日（水） オリエンテーション②、教科書販売、部活動紹介、心臓検診 

 １１日（木）  身体計測 

 １７日（水） ホーム写真・個人写真撮影、交通安全・防犯教室、部活動登録 

 ２２日（月）～ 面接週間（HRAとの最初の個人面談） 

 ２５日（木） ピア・サポート（仲間づくりをねらいとした遠足、行き先は川北町） 
 
その他に歯科検診や内科検診、尿検査等の各種検診を随時実施します。 

2019年 4月 8日 



寺井高校のルールについて 

社会には様々なルールがあります。同様に学校にも多くのルールがあります。それを守りさらには立

場の違う人たちを思いやることで「安心・安全」な学校（社会）となります。落ち着いた学校生活や授

業のためにも、「安心・安全」な環境をみんなで作っていきましょう。詳しくは「生徒必携」に書かれて

いますが、このうち特に守ってもらいたいことを３点挙げます。 

（１）時間を守る 

朝学習や朝礼で皆さん全員の元気な顔を見るのが担任の願いです。遅刻、欠席が多いと授業が分

からなくなります。また、朝だけでなく毎時間の授業についても時間厳守に努めましょう。授業遅

刻が重なると放課後奉仕活動が待っています。 

（２）身なり（服装、頭髪等）を整える 

ピアス、茶髪、化粧、ミニスカート等は禁止です。違反者には厳しく指導します。もし違反を指

摘された場合には素直に従うことが大切です。素直な人は人間的にどんどん成長します。しっかり

とした頭髪、服装容儀で登下校してください。 

（３）元気よく挨拶をする 

家を出る時に「行ってきます」、学校に着いて友人や先生に「おはようございます」、来校された

お客様に「こんにちは」、下校時は「さようなら」、家に着いたら「ただいま」。挨拶は社会生活の

基本です。明るく元気に自分から、積極的に挨拶をしましょう。さらに「ありがとう」、「ごめんな

さい」も素直に言いましょう。 

 

 

 

 

 

 

保護者の方々へご理解とご協力のお願い 

☆欠席・遅刻の連絡は保護者からお願いします 

保護者の方が 8：２０までに学校にご連絡ください（0761-58-5855）。ご連絡がない場合や、生

徒本人からの連絡の場合は、担任からご自宅またはお勤め先に確認の電話をさせていただきます。 

☆朝学習（マナトレ）を行います 

毎朝 8：20～8：35 の間に朝学習があります。一日の学習のよいスタートのために遅刻のないよう

お願いします。 

☆頭髪・服装容儀 

教員の指導に応じない場合は、帰宅させることもあります。規則やルールを守り、みんなが気持ちよ

く学校生活を送れるようにご協力をお願いします。 

☆携帯電話・スマートフォン 

校内では電源を切ってロッカーの中に入れます。守れない場合は担任が一時預かります。急用でお子

様と連絡が必要な場合は、学校にお電話ください。 

☆アルバイト 

アルバイトは禁止です。ただし、申し出があれば長期休業中のみ許可します。 

 

 

 

   携帯・スマホは生徒の皆さんも気を付けてください。特に SNS（インスタ、ツイ 

ッターなど）は世界中の誰もが見ていますので、安易に投稿してはいけません。 


